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(57)【要約】
【課題】表示画像の画質の劣化を抑制しつつ、画像表示
装置のキャリブレーションを高精度に実行することがで
きる技術を提供する。
【解決手段】本発明の画像表示装置は、発光手段と、発
光手段からの光を変調することで画面に画像を表示する
表示手段と、入力画像データに基づいて発光手段の発光
を制御する発光制御手段と、複数のキャリブレーション
用画像を画面に順番に表示させる表示処理を実行する表
示制御手段と、キャリブレーション用画像が表示された
領域から発せられた光の測定値を取得する取得手段と、
複数のキャリブレーション用画像の測定値に基づいて、
キャリブレーションを実行する校正手段と、を有し、表
示制御手段は、表示処理の実行中に発光手段の発光状態
が表示処理の実行前における発光手段の発光状態から変
化した場合に、表示処理を再度実行する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画面の輝度と色の少なくとも一方のキャリブレーションを実行可能な画像表示装置であ
って、
　発光手段と、
　前記発光手段からの光を変調することで前記画面に画像を表示する表示手段と、
　入力画像データに基づいて前記発光手段の発光を制御する発光制御手段と、
　複数のキャリブレーション用画像を前記画面に順番に表示させる表示処理を実行する表
示制御手段と、
　前記画面の領域のうち前記キャリブレーション用画像が表示された領域から発せられた
光の測定値を取得する処理を、前記複数のキャリブレーション用画像のそれぞれについて
実行する取得手段と、
　前記複数のキャリブレーション用画像の測定値に基づいて、前記キャリブレーションを
実行する校正手段と、
を有し、
　前記表示制御手段は、前記表示処理の実行中に前記発光手段の発光状態が前記表示処理
の実行前における前記発光手段の発光状態から変化した場合に、前記表示処理を再度実行
する
ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記発光手段は、個別に発光を制御可能な複数の光源を有し、
　前記発光制御手段は、前記複数の光源のそれぞれに対応する前記画面の領域に表示すべ
き画像データに基づいて、各光源の発光を制御し、
　前記表示処理では、前記複数のキャリブレーション用画像が、前記画面の同じ領域に表
示され、
　前記発光手段の発光状態は、前記キャリブレーション用画像が表示される領域における
前記発光手段の発光状態である
ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記表示処理の実行中における前記発光手段の発光状態の、前記表示処理の実行前にお
ける前記発光手段の発光状態に対する変化度合いが閾値以上であるか否かを判断する変化
判断手段をさらに有し、
　前記表示制御手段は、前記変化度合いが前記閾値以上であると判断された場合に、前記
表示処理を再度実行する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記変化度合いは、以下の式を用いて、前記表示処理の実行前における前記発光手段の
発光状態Ｄａと、前記表示処理の実行中における前記発光手段の発光状態Ｄｂと、から算
出される変化率ΔＥである
　　ΔＥ＝｜（Ｄｂ－Ｄａ）÷Ｄａ｜
ことを特徴とする請求項３に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記発光手段の発光状態は、前記発光手段の発光輝度と発光色の少なくとも一方を含む
ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記発光手段は、設定された発光制御値に応じた発光を行い、
　前記発光制御手段は、前記発光手段に設定する発光制御値を制御し、
　前記画像表示装置は、前記発光手段に設定された発光制御値に基づいて、前記発光手段
の発光状態を判断する状態判断手段をさらに有する
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の画像表示装置。
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【請求項７】
　前記入力画像データに基づいて、前記発光手段の発光状態を判断する状態判断手段をさ
らに有する
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記発光手段からの光を測定する測定手段をさらに有し、
　前記測定手段の測定値が、前記発光手段の発光状態として使用される
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記表示制御手段は、
　　基準のキャリブレーション用画像である第１画像を前記画面に表示させた後に、Ｎ個
（Ｎは２以上の整数）のキャリブレーション用画像であるＮ個の第２画像を前記画面に順
番に表示させる表示処理を実行し、
　　ｎ番目（ｎは１以上Ｎ以下の整数）の第２画像を表示させたときに前記発光手段の発
光状態が前記第１画像を前記画面に表示させたときの前記発光手段の発光状態から変化し
た場合に、前記第１画像を前記画面に再度表示させ、その後に少なくとも前記ｎ番目以降
の第２画像を前記画面に順番に表示させる表示処理を実行する
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記表示制御手段は、前記ｎ番目の第２画像を表示させたときに前記発光手段の発光状
態が前記第１画像を前記画面に表示させたときの前記発光手段の発光状態から変化した場
合に、前記ｎ番目の第２画像の１つ前に表示されたキャリブレーション用画像を、前記第
１画像として前記画面に表示させる
ことを特徴とする請求項９に記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記取得手段は、前記第１画像の測定値と前記Ｎ個の第２画像の測定値を取得し、
　前記校正手段は、
　　前記第２画像毎に、その第２画像の測定値と前記第１画像の測定値とを比較し、
　　各第２画像の比較結果に基づいて、前記キャリブレーションを実行する
ことを特徴とする請求項９または１０に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　２つ以上のキャリブレーション用画像が属すグループが予め複数用意されており、
　前記複数のキャリブレーション用画像は、１つのグループに属す２つ以上のキャリブレ
ーション用画像である
ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１３】
　前記表示制御手段は、
　　前記グループ毎に、そのグループに属す２つ以上のキャリブレーション用画像を前記
画面に順番に表示させる表示処理を実行し、
　　前記グループ毎に、そのグループに対する表示処理の実行中に前記発光手段の発光状
態が当該表示処理の実行前における前記発光手段の発光状態から変化した場合に、当該グ
ループに対する表示処理を再度実行する
ことを特徴とする請求項１２に記載の画像表示装置。
【請求項１４】
　画面の輝度と色の少なくとも一方のキャリブレーションを実行可能な画像表示装置の制
御方法であって、
　前記画像表示装置は、
　　発光手段と、
　　前記発光手段からの光を変調することで前記画面に画像を表示する表示手段と、
　　入力画像データに基づいて前記発光手段の発光を制御する発光制御手段と、
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を有し、
　前記制御方法は、
　　複数のキャリブレーション用画像を前記画面に順番に表示させる表示処理を実行する
表示制御ステップと、
　　前記画面の領域のうち前記キャリブレーション用画像が表示された領域から発せられ
た光の測定値を取得する処理を、前記複数のキャリブレーション用画像のそれぞれについ
て実行する取得ステップと、
　　前記複数のキャリブレーション用画像の測定値に基づいて、前記キャリブレーション
を実行する校正ステップと、
を有し、
　前記表示制御ステップでは、前記表示処理の実行中に前記発光手段の発光状態が前記表
示処理の実行前における前記発光手段の発光状態から変化した場合に、前記表示処理を再
度実行する
ことを特徴とする画像表示装置の制御方法。
【請求項１５】
　前記発光手段は、個別に発光を制御可能な複数の光源を有し、
　前記発光制御手段は、前記複数の光源のそれぞれに対応する前記画面の領域に表示すべ
き画像データに基づいて、各光源の発光を制御し、
　前記表示処理では、前記複数のキャリブレーション用画像が、前記画面の同じ領域に表
示され、
　前記発光手段の発光状態は、前記キャリブレーション用画像が表示される領域における
前記発光手段の発光状態である
ことを特徴とする請求項１４に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項１６】
　前記制御方法は、前記表示処理の実行中における前記発光手段の発光状態の、前記表示
処理の実行前における前記発光手段の発光状態に対する変化度合いが閾値以上であるか否
かを判断する変化判断ステップをさらに有し、
　前記表示制御ステップでは、前記変化度合いが前記閾値以上であると判断された場合に
、前記表示処理を再度実行する
ことを特徴とする請求項１４または１５に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項１７】
　前記変化度合いは、以下の式を用いて、前記表示処理の実行前における前記発光手段の
発光状態Ｄａと、前記表示処理の実行中における前記発光手段の発光状態Ｄｂと、から算
出される変化率ΔＥである
　　ΔＥ＝｜（Ｄｂ－Ｄａ）÷Ｄａ｜
ことを特徴とする請求項１６に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項１８】
　前記発光手段の発光状態は、前記発光手段の発光輝度と発光色の少なくとも一方を含む
ことを特徴とする請求項１４～１７のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項１９】
　前記発光手段は、設定された発光制御値に応じた発光を行い、
　前記発光制御手段は、前記発光手段に設定する発光制御値を制御し、
　前記制御方法は、前記発光手段に設定された発光制御値に基づいて、前記発光手段の発
光状態を判断する状態判断ステップをさらに有する
ことを特徴とする請求項１４～１８のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項２０】
　前記制御方法は、前記入力画像データに基づいて、前記発光手段の発光状態を判断する
状態判断ステップをさらに有する
ことを特徴とする請求項１４～１８のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項２１】
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　前記制御方法は、前記発光手段からの光を測定する測定ステップをさらに有し、
　前記測定ステップの測定値が、前記発光手段の発光状態として使用される
ことを特徴とする請求項１４～１８のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項２２】
　前記表示制御ステップでは、
　　基準のキャリブレーション用画像である第１画像を前記画面に表示させた後に、Ｎ個
（Ｎは２以上の整数）のキャリブレーション用画像であるＮ個の第２画像を前記画面に順
番に表示させる表示処理を実行し、
　　ｎ番目（ｎは１以上Ｎ以下の整数）の第２画像を表示させたときに前記発光手段の発
光状態が前記第１画像を前記画面に表示させたときの前記発光手段の発光状態から変化し
た場合に、前記第１画像を前記画面に再度表示させ、その後に少なくとも前記ｎ番目以降
の第２画像を前記画面に順番に表示させる表示処理を実行する
ことを特徴とする請求項１４～２１のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項２３】
　前記表示制御ステップでは、前記ｎ番目の第２画像を表示させたときに前記発光手段の
発光状態が前記第１画像を前記画面に表示させたときの前記発光手段の発光状態から変化
した場合に、前記ｎ番目の第２画像の１つ前に表示されたキャリブレーション用画像を、
前記第１画像として前記画面に表示させる
ことを特徴とする請求項２２に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項２４】
　前記取得ステップでは、前記第１画像の測定値と前記Ｎ個の第２画像の測定値を取得し
、
　前記校正ステップでは、
　　前記第２画像毎に、その第２画像の測定値と前記第１画像の測定値とを比較し、
　　各第２画像の比較結果に基づいて、前記キャリブレーションを実行する
ことを特徴とする請求項２２または２３に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項２５】
　２つ以上のキャリブレーション用画像が属すグループが予め複数用意されており、
　前記複数のキャリブレーション用画像は、１つのグループに属す２つ以上のキャリブレ
ーション用画像である
ことを特徴とする請求項１４～２４のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項２６】
　前記表示制御ステップでは、
　　前記グループ毎に、そのグループに属す２つ以上のキャリブレーション用画像を前記
画面に順番に表示させる表示処理を実行し、
　　前記グループ毎に、そのグループに対する表示処理の実行中に前記発光手段の発光状
態が当該表示処理の実行前における前記発光手段の発光状態から変化した場合に、当該グ
ループに対する表示処理を再度実行する
ことを特徴とする請求項２５に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項２７】
　請求項１４～２６のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法の各ステップをコン
ピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置、画像表示装置の制御方法、及び、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置に関する技術として、複数の光源を有するバックライトを用い、入
力画像データの統計量に応じて、各光源の発光輝度（発光量）を制御する技術が提案され
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ている（特許文献１）。このような制御を行うことにより、表示画像（画面に表示された
画像）のコントラストを向上することができる。このような制御（バックライトの発光輝
度を部分的に変更する制御）は、“ローカルディミング制御”と呼ばれる。
【０００３】
　また、画像表示装置において、画面からの光（表示画像）を測定する光センサを用いて
表示輝度や表示色（画面の輝度や色；表示画像の輝度や色）を校正する技術が提案されて
いる（特許文献２）。
【０００４】
　画像表示装置の校正（キャリブレーション）では、通常、画面に順番に表示された複数
のキャリブレーション用画像のそれぞれの測定値（光センサの測定値）が使用される。そ
のため、ローカルディミング制御を行いながらキャリブレーションを行うと、キャリブレ
ーションの実行中に、各光源の発光輝度が変化し、光センサの測定値が変化してしまうこ
とがある。その結果、キャリブレーションを高精度に実行することができないことがある
。
【０００５】
　特許文献２には、ローカルディミング制御を行いながらキャリブレーションを高精度に
行う技術が開示されている。具体的には、特許文献２に開示の技術では、キャリブレーシ
ョンを行う際に、光センサの測定位置の周辺に設けられた光源について、ローカルディミ
ング制御による発光輝度の変化が抑制される。それにより、光センサの測定位置の周辺に
設けられた光源の発光輝度がキャリブレーションの実行中に変化することを抑制すること
ができ、光センサの測定値がキャリブレーションの実行中に変化することを抑制すること
ができる。
【０００６】
　しかしながら、特許文献２に開示の技術において、ローカルディミング制御による発光
輝度の変化を抑制する領域が大きい場合には、ローカルディミング制御によるコントラス
トの向上の効果が低下し、表示画像の画質が劣化してしまう。
　また、光源からの光は拡散するため、特許文献２に開示の技術において、ローカルディ
ミング制御による発光輝度の変化を抑制する領域が小さい場合には、他の領域の光源の発
光輝度の変化によって光センサの測定値が大きく変化してしまうことがある。その結果、
キャリブレーションを高精度に実行することができないことがある。
【０００７】
　なお、ローカルディミング制御を行う場合に限らず、入力画像データに基づいてバック
ライトの発光を制御する場合には、上述したような課題（表示画像の画質の劣化、キャリ
ブレーションの精度の低下、等）が発生してしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００８－０９００７６号公報
【特許文献２】特開２０１３－０６８８１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、表示画像の画質の劣化を抑制しつつ、画像表示装置のキャリブレーションを
高精度に実行することができる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の態様は、
　画面の輝度と色の少なくとも一方のキャリブレーションを実行可能な画像表示装置であ
って、
　発光手段と、
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　前記発光手段からの光を変調することで前記画面に画像を表示する表示手段と、
　入力画像データに基づいて前記発光手段の発光を制御する発光制御手段と、
　複数のキャリブレーション用画像を前記画面に順番に表示させる表示処理を実行する表
示制御手段と、
　前記画面の領域のうち前記キャリブレーション用画像が表示された領域から発せられた
光の測定値を取得する処理を、前記複数のキャリブレーション用画像のそれぞれについて
実行する取得手段と、
　前記複数のキャリブレーション用画像の測定値に基づいて、前記キャリブレーションを
実行する校正手段と、
を有し、
　前記表示制御手段は、前記表示処理の実行中に前記発光手段の発光状態が前記表示処理
の実行前における前記発光手段の発光状態から変化した場合に、前記表示処理を再度実行
する
ことを特徴とする画像表示装置である。
【００１１】
　本発明の第２の態様は、
　画面の輝度と色の少なくとも一方のキャリブレーションを実行可能な画像表示装置の制
御方法であって、
　前記画像表示装置は、
　　発光手段と、
　　前記発光手段からの光を変調することで前記画面に画像を表示する表示手段と、
　　入力画像データに基づいて前記発光手段の発光を制御する発光制御手段と、
を有し、
　前記制御方法は、
　　複数のキャリブレーション用画像を前記画面に順番に表示させる表示処理を実行する
表示制御ステップと、
　　前記画面の領域のうち前記キャリブレーション用画像が表示された領域から発せられ
た光の測定値を取得する処理を、前記複数のキャリブレーション用画像のそれぞれについ
て実行する取得ステップと、
　　前記複数のキャリブレーション用画像の測定値に基づいて、前記キャリブレーション
を実行する校正ステップと、
を有し、
　前記表示制御ステップでは、前記表示処理の実行中に前記発光手段の発光状態が前記表
示処理の実行前における前記発光手段の発光状態から変化した場合に、前記表示処理を再
度実行する
ことを特徴とする画像表示装置の制御方法である。
【００１２】
　本発明の第３の態様は、上述した画像表示装置の制御方法の各ステップをコンピュータ
に実行させることを特徴とするプログラムである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、表示画像の画質の劣化を抑制しつつ、画像表示装置のキャリブレーシ
ョンを高精度に実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施例１に係る画像表示装置の機能構成の一例を示すブロック図
【図２】実施例１に係る光センサと表示部との位置関係の一例を示す図
【図３】実施例１に係る画像表示装置の動作の一例を示すフローチャート
【図４】実施例１に係る測定用画像グループの一例を示す図
【図５】実施例１に係る測定用画像グループの測定値の一例を示す図
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【図６】実施例２に係る画像表示装置の機能構成の一例を示すブロック図
【図７】実施例２に係る画像表示装置の動作の一例を示すフローチャート
【図８】実施例２に係る測定用画像グループの一例を示す図
【図９】実施例２に係る測定用画像グループの測定値の一例を示す図
【図１０】実施例３に係る画像表示装置の機能構成の一例を示すブロック図
【図１１】実施例３に係る画像表示装置の動作の一例を示すフローチャート
【図１２】実施例３に係る測定用画像の測定順序の一例を示す図
【図１３】実施例３に係る測定用画像の測定順序の一例を示す図
【図１４】実施例１に係る複数の測定用画像グループの一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　＜実施例１＞
　以下、本発明の実施例１に係る画像表示装置及びその制御方法について、図面を参照し
て説明する。本実施例に係る画像表示装置は、画面の輝度と色の少なくとも一方のキャリ
ブレーションを実行可能な画像表示装置である。
　なお、本実施例では、画像表示装置が透過型の液晶表示装置である場合の例を説明する
が、画像表示装置は、透過型の液晶表示装置に限らない。画像表示装置は、独立した光源
を有する画像表示装置であればよい。例えば、画像表示装置は、反射型の液晶表示装置で
あってもよい。また、画像表示装置は、液晶素子の代わりにＭＥＭＳ（Ｍｉｃｒｏ　Ｅｌ
ｅｃｔｒｏ　Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ）シャッターを用いたＭＥＭＳシャッ
ター方式ディスプレイであってもよい。
【００１６】
　（画像表示装置の構成）
　図１は、本実施例に係る画像表示装置１００の機能構成の一例を示すブロック図である
。図１に示すように、画像表示装置１００は、画像入力部１０１、画像処理部１０２、画
像生成部１０３、表示部１０４、発光制御部１０５、発光部１０６、測定部１０７、校正
部１０８、発光変化検出部１０９、等を有する。
【００１７】
　画像入力部１０１は、例えば、画像データの入力端子である。画像入力部１０１として
は、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ）、ＤＶＩ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｓｕａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、Ｄｉｓｐｌ
ａｙＰｏｒｔ、等の規格に対応した入力端子を用いることができる。画像入力部１０１は
、パーソナルコンピュータやビデオプレイヤーなどの画像出力装置に接続される。画像入
力部１０１は、画像出力装置から出力された画像データを取得（受信）し、取得した画像
データ（入力画像データ）を画像処理部１０２と発光制御部１０５に出力する。
【００１８】
　画像処理部１０２は、画像入力部１０１から出力された入力画像データに画像処理を施
すことにより、処理画像データを生成する。そして、画像処理部１０２は、生成した処理
画像データを画像生成部１０３に出力する。
　画像処理部１０２で実行される画像処理は、例えば、輝度補正処理、色補正処理、等を
含む。入力画像データに画像処理を施すことにより、入力画像データに基づく画像を画面
に表示した際の画面の輝度や色が変更（補正）される。画像処理部１０２は、校正部１０
８で決定された画像処理パラメータを用いて、入力画像データに画像処理を施す。画像処
理パラメータは、例えば、Ｒゲイン値、Ｇゲイン値、Ｂゲイン値、画素値変換ＬＵＴ（Ｌ
ｏｏｋ　Ｕｐ　Ｔａｂｌｅ）、等を含む。Ｒゲイン値は、画像データのＲ値（赤色成分値
）に乗算するゲイン値であり、Ｇゲイン値は、画像データのＧ値（緑色成分値）に乗算す
るゲイン値であり、Ｂゲイン値は、画像データのＢ値（青色成分値）に乗算するゲイン値
である。画素値変換ＬＵＴは、画像データの変換前の画素値と変換後の画素値との対応関
係を表すテーブルデータである。例えば、画素値変換ＬＵＴは、変換前の画素値毎に変換
後の画素値を表すテーブルデータである。画像処理部１０２は、入力画像データのＲ値に
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Ｒゲイン値を乗算し、入力画像データのＧ値にＧゲイン値を乗算し、入力画像データのＢ
値にＢゲイン値を乗算することにより、入力画像データの輝度や色を補正する。そして、
画像処理部１０２は、ゲイン値を乗算した後の画像データの各画素値を、画素値変換ＬＵ
Ｔを用いて変換することにより、画素値のレベルを補正する。それにより、処理画像デー
タが生成される。
【００１９】
　なお、本実施例では、入力画像データの画素値がＲＧＢ値である場合の例を説明するが
、入力画像データの画素値はこれに限らない。例えば、入力画像データの画素値はＹＣｂ
Ｃｒ値などであってもよい。
　なお、画像処理パラメータは、Ｒゲイン値、Ｇゲイン値、Ｂゲイン値、及び、画素値変
換ＬＵＴに限らない。また、画像処理は、上記処理に限らない。例えば、画像処理パラメ
ータは、画素値変換ＬＵＴを含んでいなくてもよい。そして、入力画像データにゲイン値
を乗算することにより、処理画像データが生成されてもよい。画像処理パラメータは、ゲ
イン値を含んでいなくてもよい。そして、画素値変換ＬＵＴを用いて入力画像データの画
素値を変換することにより、処理画像データが生成されてもよい。画素値変換ＬＵＴの代
わりに変換前の画素値と変換後の画素値との対応関係を表す画素値変換関数が使用されて
もよい。また、画像処理パラメータは、画素値に加算する加算値を含んでいてもよい。そ
して、入力画像データの画素値に加算値を加算することにより、処理画像データが生成さ
れてもよい。
【００２０】
　画像生成部１０３は、キャリブレーションを実行する際に、複数のキャリブレーション
用画像（測定用画像）を画面に順番に表示させる表示処理を実行する（表示制御）。
　具体的には、画像生成部１０３は、キャリブレーションを実行する際に、画像処理部１
０２から出力された処理画像データに測定用画像データを合成する。それにより、処理画
像データが表す画像（処理画像）に測定用画像データが表す画像（測定用画像）が重畳さ
れた画像を表す表示用画像データが生成される。そして、画像生成部１０３は、表示用画
像データを表示部１０４に出力する。本実施例では、複数の測定用画像を含む測定用画像
グループが予め定められている。そして、画像生成部１０３は、測定用画像グループに含
まれる測定用画像毎に、表示用画像データを生成して出力する上記処理を行う。
【００２１】
　なお、本実施例では、キャリブレーションを行う際に、画面の所定の領域から発せられ
た光が測定される。そして、画像生成部１０３は、測定用画像が上記所定の領域に表示さ
れるように、表示用画像データを生成する。そのため、本実施例では、表示処理において
、複数の測定用画像が、画面の同じ領域に表示される。
　また、キャリブレーションを実行しない期間では、画像生成部１０３は、画像処理部１
０２から出力された処理画像データを、表示用画像データとして表示部１０４に出力する
。
　また、詳細は後述するが、本実施例では、発光変化検出部１０９において、発光部１０
６の発光状態の変化が検出される。そして、画像生成部１０３は、複数の測定用画像を画
面に順番に表示させる表示処理の実行中に発光部１０６の発光状態が表示処理の実行前に
おける発光部１０６の発光状態から変化した場合に、表示処理を再度実行する。具体的に
は、発光変化検出部１０９は、発光部１０６の発光状態の変化を検出すると、変化情報を
出力する。そして、画像生成部１０３は、表示処理の実行中に変化情報を受信した場合に
、表示処理を再度実行する。
【００２２】
　表示部１０４は、発光部１０６からの光を変調することで画面に画像を表示する。本実
施例では、表示部１０４は、複数の液晶素子を有する液晶パネルである。各液晶素子の透
過率は、画像生成部１０３から出力された表示用画像データに応じて制御される。発光部
１０６からの光が、表示用画像データに応じた透過率で各液晶素子を透過することにより
、画面に画像が表示される。
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【００２３】
　発光制御部１０５は、画像入力部１０１から出力された入力画像データに基づいて、発
光部１０６の発光（発光輝度、発光色、等）を制御する。具体的には、発光制御部１０５
は、入力画像データに基づいて、発光制御値を決定する。そして、発光制御部１０５は、
決定した発光制御値を発光部１０６に設定（出力）する。即ち、本実施例では、入力画像
データに基づいて、発光部１０６に設定する発光制御値が制御される。発光制御値は、発
光部１０６の発光輝度、発光色、等の目標値である。発光制御値は、例えば、発光部１０
６に印加する駆動信号であるパルス信号のパルス幅やパルス振幅である。発光部１０６の
発光輝度（発光量）をＰＷＭ（Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）制御す
る場合には、発光制御値として駆動信号のパルス幅を決定すればよい。発光部１０６の発
光輝度をＰＡＭ（Ｐｕｌｓｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）制御する場
合には、発光制御値として駆動信号のパルス振幅を決定すればよい。発光部１０６の発光
輝度をＰＨＭ（Ｐｕｌｓｅ　Ｈａｒｍｏｎｉｃ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）制御する場合に
は、発光制御値として駆動信号のパルス幅とパルス振幅の両方を決定すればよい。
【００２４】
　本実施例では、発光部１０６は、個別に発光を制御可能な複数の光源（発光ブロック）
を有する。そして、発光制御部１０５は、複数の光源のそれぞれに対応する画面の領域に
表示すべき画像データ（入力画像データの一部または全部）に基づいて、各光源の発光を
制御する（ローカルディミング制御）。具体的には、画面の領域を構成する複数の分割領
域のそれぞれに光源が設けられている。発光制御部１０５は、分割領域毎に、その分割領
域における入力画像データの特徴量を取得する。そして、発光制御部１０５は、分割領域
毎に、その分割領域に対して取得した特徴量に基づいて、当該分割領域に設けられた光源
の発光制御値を決定する。特徴量は、例えば、画素値のヒストグラムや代表値、輝度値の
ヒストグラムや代表値、色度のヒストグラムや代表値、等である。代表値は、例えば、最
大値、最小値、平均値、最頻値、中間値、等である。発光制御部１０５は、決定した発光
制御値を発光部１０６に出力する。
【００２５】
　入力画像データの明るい領域で光源の発光輝度を高め、入力画像データの暗い領域で光
源の発光輝度を低減することにより、表示画像（画面に表示された画像）のコントラスト
を高めることができる。例えば、上記特徴量が表す輝度が高いほど発光輝度が高くなるよ
うに発光制御値を決定すれば、表示画像のコントラストを高めることができる。
　また、入力画像データの色に合うように光源の発光色を制御すれば、表示画像の色域を
拡大したり、表示画像の彩度を高めたりすることができる。
【００２６】
　なお、光源に対応する領域は上記分割領域に限らない。光源に対応する領域として、他
の光源に対応する領域に重なる領域が設定されてもよいし、他の光源に対応する領域に接
しない領域が設定されてもよい。例えば、光源に対応する領域は、分割領域よりサイズの
大きい領域であってもよいし、分割領域よりサイズの小さい領域であってもよい。
　また、本実施例では、複数の光源に対応する複数の領域として、互いに異なる複数の領
域が設定されているものとしたが、これに限らない。例えば、光源に対応する領域として
、他の光源に対応する領域と同じ領域が設定されていてもよい。
【００２７】
　発光部１０６は、面状の発光体として機能し、表示部１０４の背面に光（例えば白色光
）を照射する。発光部１０６は、設定された発光制御値に応じた発光を行う。
　上述したように、発光部１０６は、個別に発光を制御可能な複数の光源を有する。光源
は１つ以上の発光素子を有する。発光素子としては、例えば、ＬＥＤ（発光ダイオード）
、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）素子、冷陰極管素子、等を使
用することができる。光源は、その光源に対して決定された発光制御値に応じて発光する
。光源の発光輝度は、駆動信号のパルス幅やパルス振幅の増加に応じて増加する。換言す
れば、光源の発光輝度は、駆動信号のパルス幅やパルス振幅の低下に応じて低下する。発
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光色が互いに異なる複数の発光素子を光源が有する場合には、光源の発光輝度だけでなく
、光源の発光色も制御することができる。具体的には、光源が有する複数の発光素子の間
の発光輝度の比を変更することにより、光源の発光色を変更することができる。
【００２８】
　測定部１０７は、画面の領域のうち測定用画像が表示された領域から発せられた光（画
面光）の測定値を取得する処理を、複数の測定用画像のそれぞれについて実行する。例え
ば、測定部１０７は、画面光を測定する光センサを有しており、画面光の測定値を光セン
サから取得する。光センサと表示部１０４（画面）との位置関係の一例を図２に示す。図
２の上側は正面図（画面側から見た図）であり、図２の下側は側面図である。側面図には
、光センサと表示部１０４の他に、所定の測定領域と発光部１０６も図示されている。図
２において、光センサは、画面の上端に設けられており、画面の一部の領域（所定の測定
領域）からの光が測定されるように、光センサの検出面（測定面）を画面の方向に向けて
配置されている。図２の例では、測定面が測定領域と対向するように光センサが設けられ
ている。測定用画像は測定領域に表示され、光センサでは測定用画像の表示色や表示輝度
が測定される。測定部１０７は、光センサから取得した測定値を校正部１０８に出力する
。測定値は、例えば、３刺激値ＸＹＺである。
【００２９】
　なお、画面光の測定値はどのような値であってもよい。例えば、画面光の瞬時値であっ
てもよいし、画面光の時間平均値であってもよいし、画面光の時間積分値であってもよい
。測定部１０７は、光センサから画面光の瞬時値を取得し、画面光の瞬時値から画面光の
時間平均値や時間積分値を測定値として算出してもよい。画面光が暗い場合のように、画
面光の瞬時値がノイズの影響を受けやすい場合には、画面光の測定時間を延ばし、画面光
の時間平均値や時間積分値を測定値として取得することが好ましい。それにより、ノイズ
の影響が小さい測定値を得ることができる。
　なお、光センサは、画像表示装置１００とは別体の装置であってもよい。
　なお、画面光の測定領域は、所定の領域でなくてもよい。例えば、測定領域は、ユーザ
によって変更可能な領域であってもよい。
【００３０】
　校正部１０８は、測定部１０７から出力された測定値を取得（受信）する。そして、校
正部１０８は、複数の測定用画像の測定値に基づいて、画像表示装置１００のキャリブレ
ーションを実行する。具体的には、校正部１０８は、複数の測定用画像の測定値に基づい
て、画像処理部１０２が実行する画像処理で使用される画像処理パラメータを決定する。
画像処理パラメータの決定方法の詳細は、後述する。
【００３１】
　発光変化検出部１０９は、発光制御部１０５から出力された発光制御値（発光部１０６
に設定された発光制御値）を取得し、発光部１０６に設定された発光制御値に基づいて、
発光部１０６の発光状態を判断する（状態判断処理）。
　本実施例では、発光変化検出部１０９は、測定用画像が表示される領域（所定の測定領
域）における発光部１０６の発光状態を判断する。
　具体的には、発光変化検出部１０９は、各光源の発光制御値に基づいて、測定領域に発
光部１０６が照射する光の輝度を取得する。
　なお、発光状態として、発光部１０６の発光輝度ではなく、発光部１０６の発光色が判
断されてもよい。また、発光状態として、発光部１０６の発光輝度と発光色の両方が判断
されてもよい。
【００３２】
　光源からの光は拡散するため、測定領域には、測定領域内に位置する光源からの光だけ
でなく、測定領域外に位置する光源からの光（拡散光；漏れ光）も照射される。即ち、測
定領域に発光部１０６が照射する光の輝度は、複数の光源からの光の合成光の輝度である
。
【００３３】
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　発光変化検出部１０９は、測定領域内の光源から発せられ測定領域に照射される光の輝
度として、当該光源の発光制御値に対応する発光輝度を取得する。発光制御値に対応する
発光輝度は、発光制御値と発光輝度との対応関係を表す関数やテーブルを用いて決定する
ことができる。また、発光制御値に対応する発光輝度が発光制御値に比例する場合には、
発光制御値が、発光制御値に対応する発光輝度として使用されてもよい。
　また、発光変化検出部１０９は、測定領域外の光源から発せられ測定領域に照射される
光の輝度として、当該光源の発光輝度値に対応する発光輝度に係数を乗算した値を取得す
る。
　そして、発光変化検出部１０９は、取得した各光源の輝度の総和を、測定領域に発光部
１０６が照射する光の輝度として取得する。
【００３４】
　本実施例では、光源毎に発光輝度に乗算する係数を表す拡散プロファイルが予め用意さ
れている。発光変化検出部１０９は、拡散プロファイルから係数を読み出し、読み出した
係数を発光輝度値に対応する発光輝度に乗算することにより、光源から発せられ測定領域
に照射される光の輝度を算出する。係数は、光源から発せられ測定領域に到達する光の到
達率である。具体的には、係数は、光源から発せられた光の輝度比であって、光源の位置
における輝度に対する測定領域の位置における輝度の比である。光源から発せられ測定領
域に到達するまでの光の輝度の低下は、光源と測定領域との間の距離が短いほど小さい。
そのため、拡散プロファイルでは、光源と測定領域との間の距離が短いほど大きい係数が
設定されている。換言すれば、光源から発せられ測定領域に到達するまでの光の輝度の低
下は、光源と測定領域との間の距離が長いほど大きい。そのため、拡散プロファイルでは
、光源と測定領域との間の距離が長いほど小さい係数が設定されている。本実施例では、
測定領域内の光源に対応する係数として１が設定されており、測定領域外の光源に対応す
る係数として１より小さい値が設定されている。
【００３５】
　なお、測定領域における発光部１０６の発光状態は、全ての光源の発光制御値を使用し
て取得されてもよいし、一部の光源の発光制御値を使用して取得されてもよい。例えば、
測定領域内の光源の発光制御値と、測定領域からの距離が閾値以下である光源の発光制御
値と、を用いて、発光状態が取得されてもよい。閾値は、メーカによって予め定められた
固定値であってもよいし、ユーザが変更可能な値であってもよい。測定領域の直下に位置
する光源（例えば、測定領域の中心に最も近い光源）の発光制御値に対応する発光輝度が
、発光状態として取得されてもよい。特に、光源からの光の拡散が少ない場合には、測定
領域の直下に位置する光源の発光制御値に対応する発光輝度を発光状態として取得するこ
とが好ましい。光源からの光の拡散が少ない場合には、測定領域の直下に位置する光源の
発光制御値に対応する発光輝度を発光状態として取得しても、誤差の小さい発光状態を得
ることができる。また、測定領域の直下に位置する光源以外の光源を考慮しないことによ
り、処理負荷を低減することができる。
【００３６】
　そして、発光変化検出部１０９は、状態判断処理の結果に基づいて、発光部１０６の発
光状態の変化を検出する（変化判断処理）。
　具体的には、発光変化検出部１０９は、測定用画像の表示が行われる度に、現在の発光
部１０６の発光状態と、複数の測定用画像を画面に順番に表示させる表示処理の実行前に
おける発光部１０６の発光状態と、を比較する。そして、発光変化検出部１０９は、測定
用画像の表示が行われる度に、発光状態の比較の結果に応じて、発光部１０６の発光状態
が表示処理の実行前における発光部１０６の発光状態から変化したか否かを判断する。発
光変化検出部１０９は、発光部１０６の発光状態が表示処理の実行前における発光部１０
６の発光状態から変化したと判断した場合に、変化情報を画像生成部１０３に出力する。
　本実施例では、発光変化検出部１０９は、所定の測定領域における発光状態の変化を検
出する。
【００３７】
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　なお、状態判断処理と変化判断処理は、互いに異なる機能部によって実行されてもよい
。例えば、画像表示装置１００は、状態判断処理を実行する状態判断部と、変化判断処理
を実行する変化判断部と、を有していてもよい。
【００３８】
　（画像表示装置の動作）
　図３は、画像表示装置１００の動作の一例を示すフローチャートである。図３は、画面
の輝度と色の少なくとも一方のキャリブレーションを実行する際の動作の一例を示す。以
下では、測定用画像グループＡに属すＮ個（Ｎは２以上の整数）の測定用画像の測定値を
用いて、白色画像を表示したときの画面光の測定値である３刺激値が（ＸＷ，ＹＷ，ＺＷ
）となるように画像処理部１０２の画像処理パラメータを調整する例を説明する。
【００３９】
　なお、キャリブレーションの方法はこの方法に限らない。例えば、赤色画像を表示した
ときの画面光の測定値、緑色画像を表示したときの画面光の測定値、及び、青色画像を表
示したときの画面光の測定値がそれぞれ目標値と一致するように、画像処理パラメータが
調整されてもよい。
　なお、１つの測定用画像グループが用意されていてもよいし、複数の測定用画像グルー
プが用意されていてもよい。複数の測定用画像グループのうちの１つが選択され、選択さ
れた測定用画像グループに属す複数の測定用画像の測定値に基づいて画像処理パラメータ
が調整されてもよい。また、複数の測定用画像グループを順番に選択され、測定用画像グ
ループ毎に、その測定用画像グループに属す複数の測定用画像の測定値に基づいて画像処
理パラメータを調整する処理が行われてもよい。その場合、測定用画像グループ間で異な
る画像処理パラメータが調整されてもよい。
【００４０】
　まず、発光変化検出部１０９が、発光制御部１０５から出力された発光制御値を受信し
、受信した発光制御値に基づいて、測定領域における発光部１０６の発光状態Ｄ１を算出
する（Ｓ１０）。例えば、測定領域内の光源の発光制御値、測定領域の周囲の光源の発光
制御値、及び、拡散プロファイルを用いて、測定領域に発光部１０６が照射する光の輝度
が、発光状態Ｄ１として算出される。具体的には、測定領域内の光源の発光制御値と、測
定領域の周囲の光源の発光制御値に係数（拡散プロファイルが表す係数）を乗算した値と
、の総和が、発光状態Ｄ１として算出される。発光状態Ｄ１は、複数の測定用画像を画面
に順番に表示させる表示処理の実行前における発光部１０６の発光状態である。図３の例
では、Ｓ１２～Ｓ１７の処理が表示処理を含む。
【００４１】
　次に、画像生成部１０３が、測定用画像の番号を示す変数Ｐに“１”をセットする（Ｓ
１１）。測定用画像グループＡに属すＮ個の測定用画像には、１～Ｎの番号が対応付けら
れている。
【００４２】
　そして、画像生成部１０３が、測定用画像グループＡに属すＮ個の測定用画像のうち、
変数Ｐ（番号Ｐ）に対応する測定用画像を画面に表示させる（Ｓ１２）。図４に測定用画
像グループＡの一例を示す。図４の例では、測定用画像グループＡに３つの測定用画像が
属しており、３つの測定用画像には１～３の番号が対応付けられている。図４は、階調レ
ベル（Ｒ値、Ｇ値、及び、Ｂ値）が８ビットの値である場合の例を示す。変数Ｐ＝１の場
合、画素値（Ｒ値，Ｇ値，Ｂ値）＝（２５５，０，０）の測定用画像が画面に表示される
。変数Ｐ＝２の場合、画素値（０，２５５，０）の測定用画像が画面に表示され、変数Ｐ
＝３の場合、画素値（０，０，２５５）の測定用画像が画面に表示される。
【００４３】
　次に、測定部１０７が、Ｓ１２で表示された測定用画像の測定値を取得する（Ｓ１３）
。具体的には、画面の領域のうち測定用画像が表示された領域からの光を光センサが測定
し、測定部１０７が測定用画像の測定値を光センサから取得する。
【００４４】



(14) JP 2015-200734 A 2015.11.12

10

20

30

40

50

　そして、発光変化検出部１０９が、発光制御部１０５から出力された発光制御値を受信
し、受信した発光制御値に基づいて、測定領域における発光部１０６の発光状態Ｄ２を算
出する（Ｓ１４）。発光状態Ｄ２は、発光状態Ｄ１と同様の方法で算出される。発光状態
Ｄ２は、表示処理の実行中における発光部１０６の発光状態である。具体的には、発光状
態Ｄ２は、番号Ｐの測定用画像が表示されているときの発光部１０６の発光状態である。
【００４５】
　次に、発光変化検出部１０９が、発光状態Ｄ１に対する発光状態Ｄ２の変化度合いが閾
値以上であるか否かを判断する（Ｓ１５）。変化度合いが閾値以上である場合には、発光
変化検出部１０９は、発光部１０６の発光状態の変化が検出されたと判断し、画像生成部
１０３へ変化情報を出力する。そして、Ｓ１０へ処理が戻され、測定用画像グループＡに
属するＮ個の測定用画像を画面に順番に表示して測定する処理が再実行される。変化度合
いが閾値未満である場合には、発光変化検出部１０９は、発光部１０６の発光状態の変化
が検出されなかったと判断する。そして、Ｓ１６へ処理が進められる。
【００４６】
　具体的には、発光変化検出部１０９は、以下の式１を用いて、発光状態Ｄ１（＝発光状
態Ｄａ）に対する発光状態Ｄ２（＝発光状態Ｄｂ）の変化率ΔＥ１（＝変化率ΔＥ）を算
出する。
 
　　ΔＥ１＝｜（Ｄ２－Ｄ１）÷Ｄ１｜　・・・（式１）
 
　そして、発光変化検出部１０９は、算出した変化率ΔＥ１を閾値ＴＨ１と比較する。閾
値ＴＨ１は、発光状態の変化の有無を判断するための閾値であり、画面光の測定値を目標
値に調整する際の許容誤差に応じて決定することができる。例えば、画面光の輝度（表示
画像の輝度）と目標値との差の、目標値の輝度に対する割合（誤差）を５％以下に抑えた
い場合には、閾値ＴＨ１として５％以下の値が設定される。
　変化率ΔＥ１が閾値ＴＨ１以上である場合には、発光変化検出部１０９は、発光部１０
６の発光状態の変化が検出されたと判断し、画像生成部１０３へ変化情報を出力する。そ
して、Ｓ１０へ処理が戻され、測定用画像グループＡに属するＮ個の測定用画像を画面に
順番に表示して測定する処理が再実行される。変化率ΔＥ１が閾値ＴＨ１未満である場合
には、発光変化検出部１０９は、発光部１０６の発光状態の変化が検出されなかったと判
断する。そして、Ｓ１６へ処理が進められる。
【００４７】
　なお、変化度合いと比較する閾値（例えば閾値ＴＨ１）は、メーカによって予め定めら
れた固定値であってもよいし、ユーザが変更可能な値であってもよい。
　なお、変化度合いは変化率ΔＥ１に限らない。例えば、変化度合いとして、｜Ｄ２－Ｄ
１｜が算出されてもよい。
　なお、変化度合いが閾値以上である場合には、変化度合いが閾値未満になるまで待った
後に、Ｓ１０へ処理が戻されてもよい。変化度合いが閾値以上であると判断されたタイミ
ングから所定時間後に、Ｓ１０へ処理が戻されてもよい。変化度合いが閾値以上であると
判断され場合に、変化度合い又は発光状態Ｄ２が取得されたタイミングから所定時間後に
、Ｓ１０へ処理が戻されてもよい。
【００４８】
　Ｓ１６では、画像生成部１０３が、変数Ｐが３であるか否かを判断する。変数Ｐが３未
満である場合には、Ｓ１７に処理が進められ、変数Ｐが３である場合には、Ｓ１８に処理
が進められる。
　Ｓ１７では、測定用画像グループＡに属す全ての測定用画像についての測定が完了して
いないため、画像生成部１０３が、変数Ｐを１だけ増加させる。その後、Ｓ１２に処理が
戻され、次の測定用画像の表示および測定が行われる。
【００４９】
　Ｓ１８では、測定用画像グループＡに属す全ての測定用画像についての測定が完了した
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ため、校正部１０８が、測定用画像グループＡに属すＮ個の測定用画像の測定値に基づい
て、画像処理パラメータを決定（調整）する。
【００５０】
　Ｓ１８の処理の具体例について詳しく説明する。
　以下では、測定用画像の測定値に基づいてＲゲイン値、Ｇゲイン値、及び、Ｂゲイン値
を決定する例を説明する。
　図５は、測定用画像グループＡの各測定用画像の測定値（３刺激値）の一例を示す。図
５において、番号１の測定値（Ｘ値，Ｙ値，Ｚ値）は（ＸＲ，ＹＲ，ＺＲ）であり、番号
２の測定値は（ＸＧ，ＹＧ，ＺＧ）であり、番号３の測定値は（ＸＢ，ＹＢ，ＺＢ）であ
る。
【００５１】
　まず、校正部１０８は、以下の式２を用いて、測定用画像グループＡに属す３つの測定
用画像の画素値と測定値（図５に示す画素値と測定値）から、画素値を３刺激値に変換す
る変換行列Ｍを算出する。画素値に変換行列Ｍを左から乗算することにより、当該画素値
を３刺激値に変換することができる。
【数１】

【００５２】
　次に、校正部１０８は、変換行列Ｍの逆行列ＩＮＶＭを算出する。逆行列ＩＮＶＭは、
３刺激値を画素値に変換する変換行列である。
　そして、校正部１０８は、以下の式３に示すように、目標測定値（ＸＷ，ＹＷ，ＺＷ）
に左から逆行列ＩＮＶＭを乗算することにより、画素値（ＲＷ，ＧＷ，ＢＷ）を算出する
。目標測定値（ＸＷ，ＹＷ，ＺＷ）は、白色画像（画素値が（２５５，２５５，２５５）
の画像）を表示したときの画面光の３刺激値である。そのため、画素値（ＲＷ，ＧＷ，Ｂ
Ｗ）の画像を表示した場合、画面光の３刺激値は目標測定値（ＸＷ，ＹＷ，ＺＷ）と一致
する。換言すれば、画素値（ＲＷ，ＧＷ，ＢＷ）に応じた透過率に表示部１０４の透過率
を制御することにより、画面光の３刺激値が目標測定値（ＸＷ，ＹＷ，ＺＷ）と一致する
表示画像を得ることができる。

【数２】

【００５３】
　そして、校正部１０８は、式４－１～４－３に示すように、階調値ＲＷ、階調値ＧＷ、
及び、階調値ＢＷをそれぞれ２５５で除算することにより、画像処理パラメータであるＲ
ゲイン値ＲＧ、Ｇゲイン値ＧＧ、及び、Ｂゲイン値ＢＧを算出する。
 
　　ＲＧ＝Ｒ１÷２５５　・・・（式４－１）
　　ＧＧ＝Ｇ１÷２５５　・・・（式４－２）
　　ＢＧ＝Ｂ１÷２５５　・・・（式４－３）
 
【００５４】
　Ｓ１８の次に、校正部１０８が、Ｓ１８で決定した画像処理パラメータを画像処理部１
０２に設定する（Ｓ１９；画像処理パラメータの反映）。Ｓ１９の処理の後には、画像処
理部１０２は、入力画像データに対して、Ｓ１９で設定された画像処理パラメータを用い
た画像処理を施す。
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【００５５】
　例えば、校正部１０８は、上述した方法で決定したＲゲイン値ＲＧ、Ｇゲイン値ＧＧ、
及び、Ｂゲイン値ＢＧを画像処理部１０２に設定する。その結果、画像処理部１０２では
、入力画像データのＲ値にＲゲイン値ＲＧを乗算し、入力画像データのＧ値にＧゲイン値
ＧＧを乗算し、入力画像データのＢ値にＢゲイン値ＢＧを乗算することにより、表示用画
像データが生成される。入力画像データの画素値が白色の画素値（２５５，２５５，２５
５）である場合には、当該画素値は画素値（ＲＷ，ＧＷ，ＢＷ）に変換され、変換後の画
素値（ＲＷ，ＧＷ，ＢＷ）が表示部１０４に出力される。その結果、画素値（ＲＷ，ＧＷ
，ＢＷ）に応じた透過率に表示部１０４の透過率が制御され、画面光の３刺激値が目標測
定値（ＸＷ，ＹＷ，ＺＷ）と一致する表示画像を得ることができる。
【００５６】
　以上述べたように、本実施例によれば、キャリブレーションの実行期間において、他の
期間と同様の処理により入力画像データに基づく画像が表示される。具体的には、キャリ
ブレーションの実行期間において、他の期間と同様のローカルディミング制御が行われる
。それにより、表示画像の画質の劣化（表示画像のコントラストの低下、等）を抑制しつ
つ、画像表示装置のキャリブレーションを実行することができる。また、本実施例によれ
ば、複数のキャリブレーション用画像を画面に順番に表示させる表示処理の実行中に発光
部の発光状態が表示処理の実行前における発光部の発光状態から変化した場合に、表示処
理が再度実行される。それにより、複数のキャリブレーション用画像の測定値として、発
光部の発光状態が安定しているときの測定値を得ることができ、それらの測定値を用いて
画像表示装置のキャリブレーションを高精度に実行することができる。
【００５７】
　なお、本実施例では、発光制御値に基づいて発光部１０６の発光状態を判断する例を説
明したが、これに限らない。例えば、発光部１０６の発光は入力画像データに基づいて制
御されるため、入力画像データに基づいて発光部１０６の発光状態を判断することもでき
る。
　なお、本実施例では、ローカルディミング制御が行われる場合の例を説明したが、これ
に限らない。入力画像データに基づいて発光部１０６の発光が制御されればよい。例えば
、発光部１０６が画面の領域全体に対応する１つの光源を有し、当該１つの光源の発光が
入力画像データに基づいて制御されてもよい。
【００５８】
　なお、本実施例では、１つの測定用画像グループＡが予め用意されている例を説明した
が、測定用画像グループが予め複数用意されていてもよい。複数の測定用画像グループの
一例を図１４に示す。図１４には、測定用画像グループＡ～Ｃが示されている。図１４の
例では、測定用画像が、測定やキャリブレーションの目的毎に分類されている。具体的に
は、図１４において、測定用画像グループＡは色調整用のグループであり、測定用画像グ
ループＢは階調調整用のグループであり、測定用画像グループＣはコントラスト調整用の
グループである。
【００５９】
　複数の測定用画像グループが予め用意されている場合、複数の測定用画像グループのう
ちの１つを選択し、選択した測定用画像グループを用いたキャリブレーションが実行され
てもよい。また、測定用画像グループ毎に、その測定用画像グループに属す複数（２つ以
上）のキャリブレーション用画像を画面に順番に表示させる表示処理が実行されてもよい
。そして、測定用画像グループ毎に、その測定用画像グループに対する表示処理の実行中
に発光部１０６の発光状態が当該表示処理の実行前における発光部１０６の発光状態から
変化した場合に、当該グループに対する表示処理が再度実行されてもよい。それにより、
処理時間（例えば、測定用画像の測定時間）を短縮することができる。例えば、２番目の
測定用画像グループに対する測定において発光状態が変化した場合には、１番目の測定用
画像グループに対する再測定は省略され、２番目の測定用画像グループに対する再測定の
みが実行される。続いて、３番目以降の測定用画像グループに対する測定が実行される。
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１番目の測定用画像グループに対する再測定を省略することにより、処理時間を短縮する
ことができる。ここで、１番目の測定用画像グループに対する測定時には発光状態の変化
が生じていないため、１番目の測定用画像グループに対しては高精度な測定結果が得られ
ている。そのため、１番目の測定用画像グループに対する再測定を省略しても、キャリブ
レーションの精度は低下しない。
【００６０】
　＜実施例２＞
　以下、本発明の実施例２に係る画像表示装置及びその制御方法について、図面を参照し
て説明する。本実施例では、画像表示装置が発光部から発せられた光を測定する測定部（
光センサ）を有する場合の例を説明する。
【００６１】
　（画像表示装置の構成）
　図６は、本実施例に係る画像表示装置２００の機能構成の一例を示すブロック図である
。図６に示すように、本実施例に係る画像表示装置２００は、図１に示す機能部の他に、
発光検出部１２０を有する。
　なお、図６において、実施例１（図１）と同じ機能部には図１と同じ符号を付し、その
説明は省略する。
【００６２】
　発光検出部１２０は、発光部１０６からの光を測定する光センサである。具体的には、
発光検出部１２０は、発光領域における発光部１０６からの光を測定する。発光検出部１
２０では、例えば、発光部１０６からの光の輝度と色の少なくとも一方が測定される。発
光検出部１２０は、例えば、発光部１０６の発光面（光を発する面）上に設けられる。発
光検出部１２０は、発光部１０６からの光の測定値を、発光変化検出部１０９に出力する
。
【００６３】
　発光変化検出部１０９は、実施例１の発光変化検出部１０９と同様の機能を有する。但
し、本実施例では、発光変化検出部１０９は、発光検出部１２０から出力された測定値を
発光部１０６の発光状態として使用する。そのため、本実施例では、状態判断処理は行わ
れない。
【００６４】
　（画像表示装置の動作）
　図７は、画像表示装置２００の動作の一例を示すフローチャートである。図７は、画像
表示装置２００のキャリブレーションを実行する際の動作の一例を示す。以下では、測定
用画像グループＢに属すＮ個の測定用画像の測定値を用いて、画像処理部１０２の画像処
理パラメータを調整する例を説明する。また、以下では、入力画像データの階調値の変化
に対する表示画像（画面光）の測定値の変化である階調特性がガンマ値＝２．２のガンマ
特性と一致するように、画像処理部１０２の補正パラメータを調整する例を説明する。
【００６５】
　まず、発光検出部１２０が、測定領域における発光部１０６からの光を測定し、その測
定値Ｄ３を出力する（Ｓ３０）。測定値Ｄ３は、複数の測定用画像を画面に順番に表示さ
せる表示処理の実行前における測定値である。
　次に、画像生成部１０３が、測定用画像の番号を示す変数Ｐに“１”を設定する（Ｓ３
１）。
【００６６】
　そして、画像生成部１０３が、測定用画像グループＢに属すＮ個の測定用画像のうち、
変数Ｐ（番号Ｐ）に対応する測定用画像を画面に表示させる（Ｓ３２）。図８に測定用画
像グループＢの一例を示す。図８の例では、測定用画像グループＢに５つの測定用画像が
属しており、５つの測定用画像には１～５の番号が対応付けられている。図８は、階調レ
ベル（Ｒ値、Ｇ値、及び、Ｂ値）が８ビットの値である場合の例を示す。変数Ｐ＝１の場
合、画素値（Ｒ値，Ｇ値，Ｂ値）＝（０，０，０）の測定用画像が画面に表示される。変
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数Ｐ＝２の場合、画素値（６４，６４，６４）の測定用画像が画面に表示され、変数Ｐ＝
３の場合、画素値（１２８，１２８，１２８）の測定用画像が画面に表示される。変数Ｐ
＝４の場合、画素値（１９２，１９２，１９２）の測定用画像が画面に表示され、変数Ｐ
＝５の場合、画素値（２５５，２５５，２５５）の測定用画像が画面に表示される。
【００６７】
　次に、測定部１０７が、Ｓ３２で表示された測定用画像の測定値を取得する（Ｓ３３）
。
　そして、発光検出部１２０が、測定領域における発光部１０６からの光を測定し、その
測定値Ｄ４を出力する（Ｓ３４）。測定値Ｄ４は、表示処理の実行中における測定値であ
る。具体的には、測定値Ｄ４は、番号Ｐの測定用画像が表示されているときの測定値であ
る。
【００６８】
　次に、発光変化検出部１０９が、表示処理の実行中における発光部１０６の発光状態の
、表示処理の実行前における発光部１０６の発光状態に対する変化度合いが閾値以上であ
るか否かを判断する（Ｓ３５）。変化度合いが閾値以上である場合には、発光変化検出部
１０９は、発光部１０６の発光状態の変化が検出されたと判断し、画像生成部１０３へ変
化情報を出力する。そして、Ｓ３０へ処理が戻され、測定用画像グループＢに属するＮ個
の測定用画像を画面に順番に表示して測定する処理が再実行される。変化度合いが閾値未
満である場合には、発光変化検出部１０９は、発光部１０６の発光状態の変化が検出され
なかったと判断する。そして、Ｓ１６へ処理が進められる。Ｓ３５では、発光部１０６の
発光状態として、測定値Ｄ３，Ｄ４が使用される。
【００６９】
　具体的には、発光変化検出部１０９は、以下の式５を用いて、発光状態Ｄ３（＝発光状
態Ｄａ）に対する発光状態Ｄ４（＝発光状態Ｄｂ）の変化率ΔＥ２（＝変化率ΔＥ）を算
出する。
 
　　ΔＥ２＝｜（Ｄ４－Ｄ３）÷Ｄ３｜　・・・（式５）
 
　そして、発光変化検出部１０９は、算出した変化率ΔＥ２を閾値ＴＨ２と比較する。閾
値ＴＨ２は、発光状態の変化の有無を判断するための閾値であり、階調特性を目標特性（
ガンマ値＝２．２のガンマ特性）に調整する際の許容誤差に応じて決定することができる
。例えば、階調特性と目標特性との差の目標特性に対する割合（誤差）を５％以下に抑え
たい場合には、閾値ＴＨ２として５％以下の値が設定される。
　変化率ΔＥ２が閾値ＴＨ２以上である場合には、発光変化検出部１０９は、発光部１０
６の発光状態の変化が検出されたと判断し、画像生成部１０３へ変化情報を出力する。そ
して、Ｓ３０へ処理が戻され、測定用画像グループＢに属するＮ個の測定用画像を画面に
順番に表示して測定する処理が再実行される。変化率ΔＥ２が閾値ＴＨ２未満である場合
には、発光変化検出部１０９は、発光部１０６の発光状態の変化が検出されなかったと判
断する。そして、Ｓ３６へ処理が進められる。
【００７０】
　Ｓ３６では、画像生成部１０３が、変数Ｐが５であるか否かを判断する。変数Ｐが５未
満である場合には、Ｓ３７に処理が進められ、変数Ｐが５である場合には、Ｓ３８に処理
が進められる。
　Ｓ３７では、測定用画像グループＢに属す全ての測定用画像についての測定が完了して
いないため、画像生成部１０３が、変数Ｐを１だけ増加させる。その後、Ｓ３２に処理が
戻され、次の測定用画像の表示および測定が行われる。
【００７１】
　Ｓ３８では、測定用画像グループＢに属す全ての測定用画像についての測定が完了した
ため、校正部１０８が、測定用画像グループＢに属すＮ個の測定用画像の測定値に基づい
て、画像処理パラメータを決定（調整）する。
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【００７２】
　Ｓ３８の処理の具体例について詳しく説明する。
　以下では、測定用画像の測定値に基づいて、階調特性を目標特性にするための画素値変
換ＬＵＴを決定する例を説明する。
　図９は、測定用画像グループＢの各測定用画像の測定値（３刺激値）の一例を示す。図
９において、番号１の測定値（Ｘ値，Ｙ値，Ｚ値）は（Ｘ１，Ｙ１，Ｚ１）であり、番号
２の測定値は（Ｘ２，Ｙ２，Ｚ２）であり、番号３の測定値は（Ｘ３，Ｙ３，Ｚ３）であ
る。そして、番号４の測定値は（Ｘ４，Ｙ４，Ｚ４）であり、番号５の測定値は（Ｘ５，
Ｙ５，Ｚ５）である。
【００７３】
　番号３の測定用画像の測定値（輝度レベルの測定値）である“Ｙ３”が、目標特性の輝
度レベルに比べ５％だけ低い値であったとする。その場合には、番号３の測定用画像の階
調値は１２８であるため、校正部１０８は、入力階調値（画素値変換ＬＵＴの入力値）＝
１２８に対応する出力階調値（画素値変換ＬＵＴの出力値）を５％だけ高める。
　全ての測定用画像について上記の処理を行うことにより、キャリブレーション後の画素
値変換ＬＵＴが生成される。
　なお、画素値変換ＬＵＴとして、入力画像データが取り得る一部の階調値が入力階調値
として設定されたＬＵＴが生成されてもよいし、入力画像データが取り得る全ての階調値
が入力階調値として設定されたＬＵＴが生成されてもよい。測定用画像の階調値以外の入
力階調値に対応する測定値は、複数の測定用画像の測定値を用いた内挿処理や外挿処理を
行うことによって推定することができる。
【００７４】
　Ｓ３８の次に、校正部１０８が、Ｓ３８で決定した画像処理パラメータを画像処理部１
０２に設定する（Ｓ３９）。Ｓ３９の処理の後には、画像処理部１０２は、入力画像デー
タに対して、Ｓ３９で設定された画像処理パラメータを用いた画像処理を施す。
【００７５】
　例えば、校正部１０８は、上述した方向で決定した画素値変換ＬＵＴを画像処理部１０
２に設定する。その結果、画像処理部１０２では、画素値変換ＬＵＴを用いて入力画像デ
ータの画素値を変換することにより、表示用画像データが生成される。例えば、入力画像
データの画素値（１２８，１２８，１２８）の各階調値（Ｒ値、Ｇ値、及び、Ｂ値）は、
キャリブレーション前の画素値変換ＬＵＴにおいて入力階調値１２８に対応する出力階調
値よりも５％だけ高い階調値に変換される。その結果、ガンマ値＝２．２のガンマ特性に
従った表示が行われる。
　なお、画素値変換ＬＵＴの入力階調値とは異なる階調値に対応する出力階調値は、画素
値変換ＬＵＴの出力階調値を用いた内挿処理や外挿処理を行うことによって決定すること
ができる。
【００７６】
　以上述べたように、本実施例によれば、実施例１と同様に、表示画像の画質の劣化を抑
制しつつ、画像表示装置のキャリブレーションを高精度に実行することができる。
　さらに、本実施例によれば、発光検出部（光センサ）の測定値が発光部の発光状態とし
て使用される。発光検出部の測定値は発光部の発光状態をよく表すため、発光部の発光状
態の変化をより高精度に検出することができる。
【００７７】
　＜実施例３＞
　以下、本発明の実施例３に係る画像表示装置及びその制御方法について、図面を参照し
て説明する。
【００７８】
　（画像表示装置の構成）
　図１０は、本実施例に係る画像表示装置３００の機能構成の一例を示すブロック図であ
る。画像表示装置３００の大まかな構成は、実施例２（図６）と同じである。但し、本実
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施例では、画像生成部１０３が、比較画像生成部１３１、基準画像生成部１３２、及び、
画像選択部１３３を有する。
　なお、図１０において、図６と同じ機能部には図６と同じ符号を付し、その説明は省略
する。
　なお、発光検出部１２０を用いずに、発光変化検出部１０９が実施例１で述べた状態判
断処理を行ってもよい。
【００７９】
　比較画像生成部１３１は、Ｎ個の比較画像（第２画像）にそれぞれ対応する複数の比較
画像データを生成し、生成した比較画像データを画像選択部１３３に出力する。比較画像
は、キャリブレーション用画像（測定用画像）である。本実施例では、キャリブレーショ
ンを実行する際に、比較画像の測定値が、後述する基準画像の測定値と比較される。本実
施例では、比較画像の画素値としてＮ個の画素値が予め定められており、比較画像生成部
１３１は、比較画像の画素値に応じて比較画像データを生成する。具体的には、比較画像
の階調値として０、６４、１２８、１９２、及び、２５５の５つの階調値が予め定められ
ており、５つの階調値に対応する５つの比較画像データが生成される。
　なお、比較画像の階調値は上記値に限らない。また、本実施例によれば、Ｒ値、Ｇ値、
及び、Ｂ値が互いに等しい画素値を有する比較画像データが生成される例を説明するが、
比較画像データのＲ値、Ｇ値、及び、Ｂ値のうちの少なくともいずれかの階調値は、他の
階調値と異なる値であってもよい。例えば、比較画像データの画素値は（０，６４，２５
５）であってもよい。
【００８０】
　基準画像生成部１３２は、基準画像（第１画像）を表す基準画像データを生成し、生成
した基準画像データを画像選択部１３３に出力する。基準画像は、基準のキャリブレーシ
ョン用画像（基準の測定用画像）である。本実施例では、基準画像の画素値が予め定めら
れており、基準画像生成部１３２は、基準画像の画素値に応じて基準画像データを生成す
る。具体的には、基準画像の階調値として２５５が予め定められており、画素値が（２５
５，２５５，２５５）である基準画像データが生成される。
　なお、基準画像の階調値は２５５より低くてもよい。階調値のビット数が８ビットより
多い場合には、階調値は２５５より高くてもよい。また、本実施例によれば、Ｒ値、Ｇ値
、及び、Ｂ値が互いに等しい画素値を有する基準画像データが生成される例を説明するが
、基準画像データのＲ値、Ｇ値、及び、Ｂ値のうちの少なくともいずれかの階調値は、他
の階調値と異なる値であってもよい。例えば、基準画像データの画素値は（２５５，０，
２５５）であってもよい。
【００８１】
　画像選択部１３３は、キャリブレーションを実行する際に、基準画像データとＮ個の比
較画像データを含むＮ＋１個の測定用画像データのうちの１つを選択する。そして、画像
選択部１３３は、選択した測定用画像データと処理画像データから表示用画像データを生
成し、生成した表示用画像データを表示部１０４に出力する。キャリブレーションを実行
する際には、測定用画像データの選択し、選択した測定用画像データを用いて表示用画像
データを生成し、生成した表示用画像データを出力する処理が繰り返し行われる。それに
より、基準画像とＮ個の比較画像とを含むＮ＋１個の測定用画像が画面に順番に表示され
る。本実施例では、画像選択部１３３は、基準画像を画面に表示させた後に、Ｎ個の比較
画像を画面に順番に表示させる表示処理を行う。
【００８２】
　なお、画像選択部１３３は、測定用画像が測定領域に表示されるように表示用画像デー
タを生成する。
　また、キャリブレーションを実行しない期間では、画像選択部１３３は、画像処理部１
０２から出力された処理画像データを、表示用画像データとして表示部１０４に出力する
。
　また、画像選択部１３３は、ｎ番目（ｎは１以上Ｎ以下の整数）の比較画像を表示させ
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たときに発光部１０６の発光状態が基準画像を画面に表示させたときの発光部１０６の発
光状態から変化した場合に、基準画像を画面に再度表示させる。その後、画像選択部１３
３は、少なくともｎ番目以降の比較画像（Ｎ－ｎ＋１個の比較画像）を画面に順番に表示
させる表示処理を実行する。発光状態の変化の有無は、実施例１，２と同様に変化情報に
応じて判断される。
【００８３】
　（画像表示装置の動作）
　図１１は、画像表示装置３００の動作の一例を示すフローチャートである。図１１は、
画像表示装置３００のキャリブレーションを実行する際の動作の一例を示す。
【００８４】
　まず、画像選択部１３３が、基準画像生成部１３２で生成された基準画像を画面に表示
させる（Ｓ１０１）。本実施例では、基準画像として階調値が２５５の白色画像が表示さ
れる。
　次に、測定部１０７が、基準画像の測定値（３刺激値）を取得する（Ｓ１０２）。
　そして、発光検出部１２０が、測定領域における発光部１０６からの光を測定し、その
測定値Ｄ５を発光変化検出部１０９に出力する（Ｓ１０３）。
【００８５】
　次に、画像選択部１３３が、比較画像生成部１３１で生成された比較画像を画面に表示
させる（Ｓ１０４）。Ｓ１０４では、画像選択部１３３は、Ｎ個の比較画像のうちの１つ
を選択し、選択した比較画像を画面に表示させる。本実施例では、実施例２と同様に、図
８に示す５つの測定用画像（グレー色の測定用画像）が比較画像として順番に表示される
。
　そして、測定部１０７が、Ｓ１０４で表示された比較画像の測定値（３刺激値）を取得
する（Ｓ１０５）。
　次に、発光検出部１２０が、測定領域における発光部１０６からの光を測定し、その測
定値Ｄ６を発光変化検出部１０９に出力する（Ｓ１０６）。
【００８６】
　そして、発光変化検出部１０９が、Ｓ１０４で比較画像が表示されたときの発光部１０
６の発光状態の、Ｓ１０１で基準画像が表示されたときの発光部１０６の発光状態に対す
る変化度合いが閾値以上であるか否かを判断する（Ｓ１０７）。変化度合いが閾値以上で
ある場合には、発光変化検出部１０９は、発光部１０６の発光状態の変化が検出されたと
判断し、画像生成部１０３へ変化情報を出力する。そして、Ｓ１０１へ処理が戻される。
但し、本実施例では、Ｓ１０１へ処理が戻された後には、全ての比較画像を順番に表示す
る表示処理は行われない。Ｓ１０１へ処理が戻された後には、比較画像として、最後に表
示された比較画像が表示される。また、測定値が取得されていない比較画像が存在する場
合には、比較画像として、測定値が取得されていない比較画像が表示される。変化度合い
が閾値未満である場合には、発光変化検出部１０９は、発光部１０６の発光状態の変化が
検出されなかったと判断する。そして、Ｓ１０８へ処理が進められる。Ｓ１０７では、発
光部１０６の発光状態として、測定値Ｄ５，Ｄ６が使用される。
【００８７】
　具体的には、発光変化検出部１０９は、以下の式６を用いて、発光状態Ｄ５（＝発光状
態Ｄａ）に対する発光状態Ｄ６（＝発光状態Ｄｂ）の変化率ΔＥ３（＝変化率ΔＥ）を算
出する。
 
　　ΔＥ３＝｜（Ｄ６－Ｄ５）÷Ｄ５｜　・・・（式６）
 
　そして、発光変化検出部１０９は、算出した変化率ΔＥ３を閾値ＴＨ３と比較する。閾
値ＴＨ３は、閾値ＴＨ２と同様の方法で決定された値である。
　変化率ΔＥ３が閾値ＴＨ３以上である場合には、発光変化検出部１０９は、発光部１０
６の発光状態の変化が検出されたと判断し、画像生成部１０３へ変化情報を出力する。そ
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して、Ｓ１０１へ処理が戻される。変化率ΔＥ３が閾値ＴＨ３未満である場合には、発光
変化検出部１０９は、発光部１０６の発光状態の変化が検出されなかったと判断する。そ
して、Ｓ１０８へ処理が進められる。
【００８８】
　Ｓ１０８では、画像選択部１３３が、全ての測定用画像の測定が完了したか否かを判定
する。測定が完了したか否かは、実施例１，２と同様に変数Ｐを使用して判断される。測
定が完了している場合には、Ｓ１０９に処理が進められ、測定が完了していない場合には
、Ｓ１０４に処理が戻され、測定されていない測定用画像に対する測定が行われる。
【００８９】
　図１２に、Ｓ１０１～Ｓ１０８の処理による測定用画像の測定順序の一例を示す。
　本実施例では、基準画像の測定が行われた後、５つの比較画像の測定が順番に行われる
。具体的には、階調値０の比較画像、階調値６４の比較画像、階調値１２８の比較画像、
階調値１９２の比較画像、及び、階調値２５５の比較画像が、その順番で測定される。
　但し、本実施例では、比較画像の測定時に発光部の発光状態の変化が検出された場合に
は、基準画像の再測定が行われる。その後、発光状態の変化が検出されていたときに表示
されていた比較画像の再測定が行われる。また、測定されていない比較画像が存在する場
合には、当該比較画像の測定も行われる。
　図１２の例では、階調値１９２の比較画像の測定時に発光部１０６の発光状態の変化が
検出されている。また、測定されていない比較画像として、階調値２５５の比較画像が存
在する。そのため、階調値１９２の比較画像の測定後に、基準画像の再測定、階調値１９
２の比較画像の測定、及び、階調値２５５の比較画像の測定がその順番で行われる。
【００９０】
　Ｓ１０９では、校正部１０８が、画像処理パラメータを決定する。
　本実施例では、校正部１０８は、比較画像毎に、その比較画像の測定値と基準画像の測
定値とを比較する。そして、校正部１０８は、各比較画像の比較結果に基づいて、画像処
理パラメータを決定する。
　具体的には、校正部１０８は、以下の式７を用いて、基準画像の測定値（Ｙ＿ｓｔｄ）
に対するｎ番目の比較画像の測定値（Ｙ＿ｎ）の割合Ｒ＿ｎを算出する。
 
　　Ｒ＿ｎ＝Ｙ＿ｎ÷Ｙ＿ｓｔｄ　・・・（式７）
 
　そして、校正部１０８は、算出された割合Ｒ＿ｎから、ｎ番目の比較画像の階調値を目
標特性を実現する階調値に変換するための変換値（例えば、入力画像データの階調値に乗
算する係数）を算出する。変換値は、算出された割合Ｒ＿ｎと、階調特性が目標特性であ
る場合の割合Ｒｔ（基準画像の測定値に対するｎ番目の比較画像の測定値の割合）と、の
差分から算出することができる。
　以上の処理を全ての比較画像について行うことにより、階調特性を目標特性にする画像
処理パラメータを決定することができる。
【００９１】
　なお、本実施例では、比較画像の測定値に対して、その比較画像の測定値よりも前に得
られた基準画像の測定値のうち、当該比較画像の測定値が取得された時刻に最も近い時刻
に取得された基準画像の測定値が関連付けられる。即ち、Ｓ１０７の後にＳ１０１に処理
が戻され、基準画像が再測定された場合には、基準画像の再測定後に得られた比較画像の
測定値に対して、基準画像の再測定値が関連付けられる。そして、割合Ｒ＿ｎは、比較画
像の測定値と、当該比較画像の測定値に関連付けられた基準画像の測定値と、を用いて算
出される。
【００９２】
　Ｓ１０９の次に、校正部１０８が、Ｓ１０９で決定した画像処理パラメータを画像処理
部１０２に設定する（Ｓ１１０）。Ｓ１１０の処理の後には、画像処理部１０２は、入力
画像データに対して、Ｓ１１０で設定された画像処理パラメータを用いた画像処理を施す
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。
【００９３】
　以上述べたように、本実施例によれば、ｎ番目の比較画像の測定時に発光部の発光状態
が基準画像の測定時における発光部の発光状態から変化した場合に、基準画像が再測定さ
れ、その後少なくともｎ番目以降の比較画像が順番に測定される。それにより、比較画像
の測定値として、基準画像の測定時の条件と同等の条件下での測定を得ることができ、基
準画像の測定値と比較画像の測定値を用いて画像表示装置のキャリブレーションを高精度
に実行することができる。
　また、本実施例によれば、実施例１，２と同様に、キャリブレーションの実行期間にお
いて、他の期間と同様の処理により入力画像データに基づく画像が表示される。それによ
り、表示画像の画質の劣化を抑制しつつ、画像表示装置のキャリブレーションを実行する
ことができる。
【００９４】
　なお、本実施例では、基準画像が画面に再度表示された後に、ｎ番目以降の比較画像（
Ｎ－ｎ＋１個の比較画像）が画面に順番に表示される例を説明したが、これに限らない。
基準画像が画面に再度表示された後に、Ｎ－ｎ＋１個より多くの比較画像が画面に順番に
表示されてもよい。例えば、基準画像が画面に再度表示された後に、Ｎ個の比較画像が画
面に順番に表示されてもよい。
【００９５】
　なお、本実施例では、キャリブレーションを行う際に、基準画像の測定値と比較画像の
測定値とを比較する例を説明したが、これに限らない。例えば、基準画像の測定値は使用
されなくてもよいし、基準画像の測定値は取得されなくてもよい。Ｎ個の比較画像の測定
値を用いて実施例１，２と同様の処理が行うことにより、画像処理パラメータが決定され
てもよい。
【００９６】
　なお、本実施例では、基準画像の画素値が固定値である場合の例を説明したが、これに
限らない。例えば、図１３に示すように、ｎ番目の比較画像を表示させたときに発光部の
発光状態が基準画像を画面に表示させたときの発光部の発光状態から変化した場合に、ｎ
番目の比較画像の１つ前に表示された測定用画像を、基準画像として画面に表示させても
よい。図１３の例では、階調値１９２の比較画像の測定時に発光部の発光状態の変化が検
出されており、階調値１９２の比較画像の測定の直前には階調値１２８の比較画像の測定
が行われている。そのため、図１３の例では、発光状態の変化が検出された後に、階調値
１２８の比較画像が基準画像として画面に表示されている。また、ｎ番目の比較画像より
も２つ以上前に表示された測定用画像を、基準画像として画面に表示させてもよい。例え
ば、ｎ番目の比較画像の測定よりも前に３つの測定用画像（１つの基準画像及び２つの比
較画像）が測定されていた場合には、当該３つの測定用画像のうちのいずれかを基準画像
として画面に表示させてもよい。
【００９７】
　＜その他の実施例＞
　記憶装置に記録されたプログラムを読み込み実行することで前述した実施例の機能を実
現するシステムや装置のコンピュータ（又はＣＰＵ、ＭＰＵ等のデバイス）によっても、
本発明を実施することができる。また、例えば、記憶装置に記録されたプログラムを読み
込み実行することで前述した実施例の機能を実現するシステムや装置のコンピュータによ
って実行されるステップからなる方法によっても、本発明を実施することができる。この
目的のために、上記プログラムは、例えば、ネットワークを通じて、又は、上記記憶装置
となり得る様々なタイプの記録媒体（つまり、非一時的にデータを保持するコンピュータ
読取可能な記録媒体）から、上記コンピュータに提供される。したがって、上記コンピュ
ータ（ＣＰＵ、ＭＰＵ等のデバイスを含む）、上記方法、上記プログラム（プログラムコ
ード、プログラムプロダクトを含む）、上記プログラムを非一時的に保持するコンピュー
タ読取可能な記録媒体は、いずれも本発明の範疇に含まれる。
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【符号の説明】
【００９８】
　１００，２００，３００　画像表示装置
　１０３　画像生成部
　１０４　表示部
　１０５　発光制御部
　１０６　発光部
　１０７　測定部
　１０８　校正部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】
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